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The Efまectsof N oise on Human Body in the P:ress 

Shops II 

Kazuyuki TERAMOTO， ShδFUJIT A and Ichibei KUDO 

The巴ffectsof nois巴 [95dB(A)]on human body were studied in the press shops noise. The 

subjects were 15 healthy male students. The results of preliminary experiment showed that 

changes in subject's blood pressure due to the noise exposure were c1assified into two types; 

"rising" type (80% of the subjects) and "falling" type (20%). Only the subjects of the "rising" 

type were participat巴din main experiments 

The results obtained were as follows ; 

1) Blood pressure and pulse pressure were increased to a great extent under the noisy 

condition. 

2) Heart rat巴 andbrinking rate were decreased during the period of noise exposure 

3) Respiration rate was found to be unchanged between the periods of noise巴xposureand 

non-exposure; however， respiratory magnitude showed the difference between the two 

periods. The respiratory magnitude found in the period of noise exposure was shallower 

than that in the non-exposure period 

4) The e waves of EEG amplitude which was not found in the condition without noise 

were observed in the noisy condition. 
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l.緒論

騒音が人体に及ぼす影響についての研究は過去20年間

にわたって数々の成果をみてきた。

六箆(1961)(1)の長期間騒音と生体機能との関係や，長

田ら(2)印刷)の航空機騒音(1972)や新幹線騒音(1974)と

人体影響に関する研究があり、岡井 (1978)(5)らの低周波

音と人体反応の研究や，神代(1980)(6)の滝の音やホワイ

トノイズと脳波との関係についての報告がある。 W.P 

Colquhoun{7) (1975)らの騒音(ホワイトノイズ〕とアノレ

コーノレの相互関係が作業に及ぼす効果とか， R. T. 

Wilkinson(8) (1974)らの温度と騒音を例に環境ストレス

が作業効率を指標とするパフォ マンスに及ぼす効果と

かには固人差が著しいことを示している。また P. A. 

Bell(9) (1978)らの騒音と温度ストレスがパフォ マンス

に及ぼす影響についての研究によれば温度22ロC，29"C， 

音と生体機能に及ぼす影響について実験したのが前回の

報告書である。(10)。この実験では， 95dB (A)のプレス

音を21分間露聴させて，露聴前と露聴中の生理的影響を

実験し比較検討した。その結果， 1血圧，脈圧，脈拍，呼

吸，脳波について一定の傾向を確認したが，測定時聞が

短かいためか，あまり顕著は傾向を把握するまでに至ら

35"(とノイズ55dB(A)と95dB(A)についてそれぞれ

実験し，結果はノイズも温度ストレスの影響は少なく，

オ←パーロ ド体勢の見地で解釈された。

このように騒音と人体の関係についての研究は諸氏に

よって数多く行われてきた。そんな中で，工場のプレス

tt.七、勺 T乙。

そこで今回は測定時闘を露聴前後，合わせて45分間を

設定し，血圧，脈拍数，心電図，呼吸曲線，まばたき，

脳波の澱定を行い、露聴前の状態と露聴中27分の平均と

露聴後平常に戻るまでの15分の平均について比較検討を

行なった。また生理的特性の相互の関係についても分析

を行なった。

2.実験方法

2.1 被験者

前回と同じように，健康な男子学生20~23歳を対象に

した。今回の被験者は15名で，いずれも聴力に異常がな

いことをオ ジオメ タで測定し確認をとった。



正・工藤市兵衛

た。再生の音圧は95dB(A)になるよう監視しながら音

圧レヘノレを保った。また被験者室の環境は温度26'C湿度

78%で環境条件をできるだけ同じに保った。

測定時間は露聴前 3分，露聴中27分と露聴後15分の計

45分間にわたって測定した。

2.3 測定項目

(1) 聴力

寺本和孝・藤田

2.2 測定条件

被験者は別室のスピ カの前に座らせ，工場のプレス

音をテ プで再生して聞かせた。被験者の近くにマイク

ロホンを設置し，また被験者の様子を観察できるように

モニタカメラを設置した。被験者の生理的影響はテレメ

ータによってモニタしながら測定を行なった。プレス音

は予め工場で録音したレコ ドテープを再生して使用し
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Tab.l Tes七 Re即日s(differencebetween七womeans) 

Phyaiological i七em Cond1 tion Mean N 七a

before 124.4 ユ2 6.0;冷静

E工oodPressure(H) Noise on 1ち3.ヲ 工2 14: 6得者

after 工18.3 12 

before 69.9 12 
Blood Pressure(L) Noise on ユワ 7 12 

after 6ラ.3 12 
before ち4.5 工2

Noise on 1ラ3.5 12 
after 54. 9 12 

be:fore 78.2 12 
Noise on 65.う 12

after 75.9 12 

before 18.6 12 
Noise on 18.5 12 

after 工6.7 工2

#者 Signific出 lt a七七he0.1% leve工
傍 Signif羽 田tat the 1% leve工

12.7養勢

工9.8義勢

ユO.8~昨骨

21目8持寄

II 

Pulse Pressure 

プレス工場の騒音が生体機能に及ぼす影響

被験者の聴力に異常がないかどうかを調べるために、

オージオメータにより左右とも測定した。この場合，片

方の聴力だけ悪い被験者もいたが，両方とも正常に聴力

があるものだけを選び被験者とした。

(2) 心電図

胸部の測定部位に電極を装着し，誘発信号を計測した。

(3) 呼吸曲線

鼻の穴附近に温度センサを装着し呼吸時の温度の変化
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Fig.2である。グラフからも解るように最高血圧が露聴

前平均124.4mmHgから露聴直後は159.3mmHgまで上

がり，その状態は露聴期間が終るまで平均で153.3

mmHgという高い状態が続いた。露聴、後は121.1mmHg

に下がり以降も 117.0mmHgでほぼ回復してしまうこと

が解る。露聴前と露聴中の平均値について，統計的に差

があるかどうかを検定してみると高度に有意 CP< 

0.001)であることが解った。 Tab.1参照

最低血圧の場合は逆に露聴前平均69‘9mmHgから露

聴中は22.9mmHgまで下がり以降多少の変動があるも

のの全体として19.8mmHgの状態が続主露聴が終ると

61.3mmHgから65.6mmHgと回復することが解る。こ

れも統計的に検定すると高度に有意 CPく0.001)である

ことカ凡、えTこ。

(2) 脈圧

血圧の変動を解りやすくするために，脈圧を求め比較

する。 Tab. 1より，露聴前と露聴中を比較すると，平均

で54.5mmHgから133.5mmHgに大きく変化し，統計処

理による検定結果も高度に有意 CP<0.001)と判定，音

による脈圧の増加がはっきりと確認できた。

(3) 心電図および脈拍数

心電図は脈拍数の変化を読む程度で特別の変化は判別

できなかった。 Fig.3の上は，脈拍数を平均したグラフで

ある。全体としての傾向は，露聴前と比較して露聴中は

平均78.2回/分から65.3回/分にや斗減少するが，統計

的には有意と CP<OOl)と認められた。露聴後は殆ん

ど前の状態で平均75.9回/分まで回復することがわかっ

た。ただ前回の実験と比較して逆の傾向を示したことが

少々理解できない。個人差として分散を考えてみたが、

やはり全体として下がる傾向になったことは事実であっ

た。低周波音によると岡井田らの研究の場合も音圧レベ

ノレの上昇により，心拍数が減少傾向を示したことを確認

している。今後その原因を検討すべきである。

によって呼吸曲線を記録させた。

(4) 脳波

脳波用のカップ状銀電極を後頭部の 2点に装着して，

双極導出し誘発信号をモニタしながら記録した。

(5) 血圧，脈拍

上腕部にカフを巻き，自動血圧計により最高および最

低を測定し合わせて脈拍も測定した。

被験者15名について生理的特性の検討を行なった。そ

の結果，前回の実験と同様に血圧の上昇タイプと下降タ

イプがそれぞれ12名と 3名という 2つのタイフ。に分われ

た。今回は上昇タイプ12名のデータに基き露聴前，露聴

中，露聴後の生理的影響について比較検討した。

3.1 生理的特性

Fig. 1はある被験者の心電図，呼吸曲線，まばたき，脳

波について各測定時の状態や傾向を比較するために，デ

ータの一部をとりだしたものである。 Fig.1参照

(1) 血圧

上昇タイフ。12名のデ タを基に各時間別に平均値，標

準偏差を計算し露聴待問と変動をグラフに描いたのが

3. 実験結果と考察

コ 10 !J 可 reS8'_;~e i. 

内

U

可

M

V

M

 

1

凡

t
 

I
t
-
-
1
3
j
p
l
 

、t
l
Hド
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

6
A
F
 

V
 

4
・

寸

E

い

…

p
t
H
H
H
H川
川
川
川
川
川
川
川
ハ
ハ

100 

:1:1止"

150 

-3 0 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 '56 3942 m工れ

Fip.2 Ph;Vsological ;<;ffpcts of、O込sein Press Sho:1s. 

Aver&g芭sfor工2Subjects. 



寺本和幸・藤田 正。工藤市兵衛110 

90 

n I~ in 

80 

70 

60 

50 

NO I S E 

40 

30 

20 

10 

Pnlse R.ate 

'les-， r.:ate 

仏平『吋『

3 0 3 6 9 12 15 18 21 24 273053 36 39 4乏か1n

Fi~. "3 ~ hysiological sffects of Noユsein :'ress 3hops 

Aver8ges for 12 Subjects 

(4) 呼吸数

露聴前後を同様に比較すると平均で18.6回/分から

18.5回/分と殆んど変化しない。これは他の生理的特性

と違い，回数だけで比較はできない。つまり Fig.1で時

間別に比較してみると，露聴前から露聴中に入ると波形

が少し乱れ，それと同時に呼吸の度合いが浅くなってい

る。この症状はノイスを切った後も 3分間続き、その後

は深い呼吸状態となることが観察できる。回数だけの比

較で、は統計的にも差は確認できないが，波形の分析で影

響を受けていることを確認できた。

(5) まば7こき

まばたきの場合は回数を単純に比較することは呼吸と

同様にやや困難である。この場合は全体として露聴前に

比べて露聴中に厳めて少なく，間隔も長く見うけられる。

また露聴後はもとに回復して前と同じような状態になる

ことが認められた。

(6) 脳波

Fig.1の各時間ごとにおける EEGを比較した。露穂前

で被験者を充分安静させたつもりであるが，興奮気味で

β波がみられる。露聴開始からはかえって振編が大きく

なり，被験者はリラックスしている様に見られる。その

後 9分から12分ごろには 8波が現われ，騒音の中でまど

ろみ，つまり眠けをもよおしている状態であり、実際モ

ニタテレビによっても被験者の様子から眠けの症状を観

察できる。これは高い音圧レベノレにさらされても単純で

一定の音を露聴していると，大脳の活動レベノレが低下す

るものと思われる。その後， この低下レベノレは24分ごろ

まで続き， 27分で騒音が止められると， β波が現われ再

び大脳の活動レへノレが高くなっていくことが分析でき

Tこ。

3.2 生理的特性の相関分析

Tab. 2にまとめたように，各要因間の相関関係は大き

い値が見られる。

'rab.2 Test Results(correlation coefficlents and 
regression equation) 
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最高血圧と脈拍の場合，棺関係数が-0，86と負の相関

で検定結果も Pく0，001と高度な相関が認められた。前回

の実験と比較して，全体に高度に有意 CP<0.001)とな

り，低くても 2%有意で相関があると判定された。

4.結論

工場騒音の 1つであるプレス音を95dB(A)で，聴力

が正常な男子学生15名に関かせ，露聴中 e 露聴後の生体

にどのような生理的影響を及すかを比較検討した。

1 )血圧では，前回と同様に上昇タイプと下降タイプ

に分けられた。また今回は前回に比べ測定時間を長くす

ことによって，変動傾向をより一層明確に把握できた。

たとえば Fig，2のグラフに示すごとく，騒音を露聴中は

他に比べ明らかに高い傾向を示しており(最高血圧)，最

低血圧の場合は逆に露聴中は一段と低い値を示す傾向が

明らかになった。

2 )脈圧では， Fig， 2の破線で示す通り露聴中の上昇傾

向が一層顕著に現われていることがはっきりした。

3 )脈拍数では，露聴開始から徐々に減少する傾向が

あり， ノイズオフ後は急速に回復する傾向が現われた。

4)呼吸数では，あまり変化が見られなかった。しか

し呼吸波形からの分析では露聴中に呼吸が浅くなり， ノ

イズオフ後に再び深い呼吸曲線になった。このことは騒

音の露聴中に呼吸への影響があるものと考えられる。

5)まばたきでは，単純に回数だけの比較が困難なの

で，全体の傾向で見ると，露聴中に回数がかなり減少し，

間隔も長くなる傾向を示した。

6 )脳波では，露聴開始前では β波がみられ興奮気味

であるが，露聴が開始されると ai波が現われ，露耳車、開始
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後 9~12分頃には 0 波が現われた。これはまどろみや眠

けをもよおす状態が続くことであるが，この傾向もノイ

ズオフ後は再び β波になり露聴前の状態になることが

解っ k.o

最後にこの研究のため使用した設備の一部は私学研究

助成によったものであることを報告する。
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